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足
立
区
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

区
で
は
、
西
保
本
間
四
丁
目
の
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築
に
合
わ
せ
て
、
地

域
体
育
館
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
併
設
し
、区
内
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
と
な
る
「
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
上
仮
称
」」の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
く
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
・

い
っ
で
も
、
だ
れ
で
も
い
い
汗
流
そ
う
!
」

を
テ
ー
マ
に
、区
民
の
方
が
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設
が
平
成
4
年
に
誕
生
し
ま
す
。

平
成
4
年
5
月
オ
ー
プ
ン
( 予定)

施
設
の
規
模
は
、
地
上
2

階

地
下
2

階
建
て

。
延
べ
床
面
積
7

千
3
0
0㎡
。
総
工
費
は
約
4
7億

円
で
、
平
成
4
年
5

月
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
に
は
、
温
水
プ
ー

ル
の
ほ
か
に
体
育
館

、
健
康
体

力
づ
く
り
施
設
を
併
設
し

ま

す
。
温
水
プ
ー
ル
は
2
5
m
9
コ

I
ス
の
一
般
用
と
幼
児
・
児
童

用
の
2
種
類
の
プ
ー
ル
を
備

え
、
体
育
館
は
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

コ
ー
ト
2
面
分
の
大
体
育
館
と

多
目
的
に
利
用
で
き
る
小
体
育

館
か
ら
な
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
体
力
づ
く
り
施

設
と
し
て
は
、
相
談
室
と
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。
そ
の
ほ
か

に
研
修
室
も
併
設
し
ま
す
。

気
分
は

い
つ
で
も
夏

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
足
立
清
掃
工
場
の
ゴ
ミ
焼

却
余
熱
を
利
用
し
て
、
プ
ー
ル

の
水
を
暖
め
た
り
、
令
鰕
の
冷

暖
房
を
し
ま
す
。

プ
ー
ル
は
、
冬
で
も
室
温
3
0

度
以
上
。
夏
は
、
ド
ー
ム
型
の

屋
根
を
開
い
て
、
青
空
の
下
で

泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
分

は
い
っ
で
も
夏
。
ま
さ
に
塑
'

の
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の

苦
手
な
人
で
も

こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
な

じ
み
の
な
か
っ
た
人
や
苦
手
な

人
で
も
、
こ
の
施
設
を
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
。
専
門
の
ト
レ

ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者

に
合
っ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導

を
し
ま
す
。

運
動
を
す
れ
ば
体
に
ょ
い
と

わ
か
っ
て
い
て
も
何
を
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
人
や
、
仲

間
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
人

に
も
、
こ
の
施
設
は
ぴ
っ
た
り

で
す
。

文
化
活
動
に
も

ま
た
体
育
館
は
文
化
会
館
刀

代
替
施
設
と
し
て
、
舞
台
照
明

や
音
響
設
備
を
備
え
た
仮
設
ス

テ
ー
ジ
を
設
け
、
お
よ
そ
千
人

ま
で
の
奧
芬
音
楽
、
演
芸
な

ど
の
文
化
活
動
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
栓
討
し
て
い
ま
す
。

(
体
育
課
》

ス イ ム スポ ー ツ セ ン タ ー( 仮称) 完 成 予 想図

児童文化センター・ホール( 仮称)

展示構想決まる
( 展示テーマ) 科学の夢そして未来

栗
原
一
丁
目
に
建
設
工
事
中

の
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
(

仮
称
)
の
展
示
の
構
想
が

決
ま
り
ま
し
た
。
展
示
テ
ー
マ

は
、「
科
学
の
夢
そ
し
て
木
来
」
。

子
供
た
ち
が
科
学
へ
の
夢
や
未

来
へ
の
希
望
を
育
て
て
い
く
こ

と
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

展
示
は
、
宇
宙
の
誕
生
。
地

球
や
生
命
の
発
生
か
ら
今
日
ま

で
の
地
球
の
環
境
、
自
然
、
科

学
を
物
語
性
を
も
っ
て
展
開
し

ま
す
。
主
な
展
示
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

宇
宙
旅
行

大
き
な
宇
宙
船
が
、
皆
さ
ん

の
搭
乗
を
待
っ
て
い
ま
す
。「
さ

あ
、
ベ
ル
ト
を
締
め
て
、
宇
否

旅
行
に
出
発
」。銀
河
系
内
を
自

由
に
旅
行
す
る
擬
似
体
験
。
地

球
に
戻
る
ま
で
に
、
宇
宙
の
こ

と
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
学
べ

ま
す
。

地
球
発
見

「
地
球
は
、
ど
う
し
て
で
き

た
の
」。地
球
の
誕
生
、旻
裸

が
生
ま
れ
、
地
球
の
現
在
ま
で

を
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
地
球
の
素
晴
ら

し
さ
を
見
直
せ
ま
す
。

科
学
の
広
場

私
た
ち
の
身
の
周
り
で
起
こ

る
い
ろ
い
ろ
な
現
象
を
科
学
の

目
で
見
た
り
、
調
べ
た
り
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

い
の
ち
の
世
界

「
恐
竜
は
、
ど
う
し
て
令
滅

し
た
の
」
、「
人
間
の
脳
は
、ど
う

な
っ
て
い
る
の
」
。こ
の
よ
う
な

謎
を
わ
か
り
や
す
く
解
い
て
く

れ
ま
す
。

環
境
の
調
和

自
然
が
今
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
、自
分
の
目
で
確

か
め
、
私
た
ち
の
手
で
か
け
が

え
の
な
い
地
球
の
自
然
を
し
っ

か
り
守
ろ
う
と
呼
び
か
け
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

建
設
工
事
開
始

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
の
建
設
工
事
は
、
す
で
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。平
成
5
年
秋

に
完
成
予
定
。工
事
期
間
中
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(文
化
旒
設
建
設
寒

上
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
は
、
円
す
い
台
の

ド
ー
ム
が
あ
る
子
供
科
学
館
と
約
9
0
0
席
の
本
格
的
な

ホ
ー
ル
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
右
ホ
ー
ル
予
想
図

常
盤
新
線

第
三
セ
ク
タ
ー
発
足

常
磐
新
線
の
整
備
、
運

営
を
行
う
第
3
セ
ク
タ
ー

の
「
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

株
式
会
社
」創
立
総
会
が
、
3

月
1
1日
、
赤
坂
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

新
会
社
は
。
足
立
区
ほ

か
1
5の
関
係
自
治
体
が
出

資
し
て
発
足

。事
業
費
は
、

約
8
千
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

都
心
か
ら
筑
波
研
究
学
園
都

市
を
結
ぶ
鉄
道
と
な
る
常
磐
新

線
は
、
常
磐
線
の
混
雑
緩
和
、

交
通
不
便
地
域
の
解
消
、
沿
線

開
発
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
約

6
0㎞
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

足
立
区
は
、
交
通
機
関
整
備

お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し

て
、
新
線
導
入
を
積
極
的
に
進

め
、
区
内
に
は
北
千
住
駅

を
含
む
3
駅
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

新
会
社
発
足
に
よ
り
、

平
成
1
2年
開
業
を
目
指
し

て
具
体
的
な

事
業
活
動
が

始
ま
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

忿
逢
鬩
彗
舌

第3 回区政モニターアンケート

「身近な環境問題」
「エ コマーク」… 45% が

〝知っている〟

今
回
は
。「
身
近
な
環

境
問
題
」
を
テ
ー
マ
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
に
役
立
つ

商
品
に
付
け
ら
れ
る

「
エ
コ
マ
ー
ク
」を
「
知

っ
て
い
る
」
人
は
。
4
5
%

と
約
二
人
に
一
人
。

環
境
問
題
で
曾

関

心
が
高
か
っ
た
の
は

「
工
場
や
自
動
車
な
ど

に
よ
る
大
気
汚
染
」で
、

自
助
車
に
よ
る
汚
染
物

質
減
少
の
た
め
に
は
、

「
排
気
ガ
ス
の
規
制
強

化
」
を
求
め
る
人
が
最

も
多
く
、
5
9
%で
し
た
。

昨
年
1
1月
か
ら
都
が

実
地
し
た
車
の
使
用
自

粛
の
呼
び
か
け
に
対
す

る
周
知
度
は
5
5
%。
そ

の
内
、「
多
少
支
障
が
あ

っ
て
も
協
力
す
べ
き
」

と
の
意
向
を
持
つ
人
が
6
7
%

。
沓
愕
染
防
止
の
た

め
に
、日
常
。「
油
は
で

き
る
だ
け
流
さ
な
い
」

(
9
0
%
)
こ
と
な
ど
を

実
行
し
て
い
る
人
が
多

く
、
4
5
%
の
人
が
、
地

域
で
の
河
川
の
美
化
活

動
に
参
加
経
験
が
あ
る

と
答
え
て
い
ま
す

。

ま
た
、「
フ
ロ
ン
ガ
ス

を
使
っ
た
ス
プ
レ
ー
な

ど
は
、
使
用
制
限
さ
れ

て
当
然

」
と
い
う
考
え

に
ほ

ぼ
全
員
が
賛
同

し
、「
経
済
発
展
の
た
め

に
は
あ
る
程
度
の
環
境

悪
化

も
や
む
を
得
な

い
」
と
思
う
人
は
1
8
%

と
少
数
で
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
情
報

公
開
課
、
図
書
館
で
報

告
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
本
庁
舎
　

(
千
住
)
・
広
聴
相
談
?

3
8
8
2
)
1
1

1
1
㈹
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年

金

納め忘れはありませんか

国民年金保険料

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月

の
末
日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

3
月
分
の
保
険
料
は
、4
月
3
0

日
ま
で
に
忘
れ
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
2
年
4
月
か
ら

平
成
3
年
3
月
分
ま
で
の
未
納

保
険
料
に
つ
い
て
も
。4
月
3
0

日
ま
で
に
納
付
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
、5
月
1
日
以

降
に
納
付
す
る
樊
は

。
足
立

区
の
納
付
書
で
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す

が
、
足
立
詁
=
保
険
事
務
所
に

連
絡
し
て
、
納
付
書
(
国
庫
納

付
書
)
の
発
行
を
受
け
、
金
融

機
関
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

発
行
依
頼
先

足
立
社
会
保
険

事
務
所

?
3
6
0
4
)
0
1
1
1

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

四
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
、
こ
こ
が
聞

き
た
い
、
で
も
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
方

へ
。区

で
は
、
毎
月
皆
さ
ん
の
お

近
く
に
出
張
し
て
年
金
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

四
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ねんきん出張相談 日程

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で
、3

ヵ
月
以
上

寝
た
き
り
の
方
、
ま
た
は
老
年

性
痴
呆
性
で
常
に
介
助
が
必
要

な
方
に
支
給
し
ま
す

。
在
宅
お

よ
び
入
院
中
の
方
も
含
み
ま

す

。

申
請
に
必
要
な
も
の

ワ
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局

を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
合
)

・

受
給
者
の
方
へ

4
月
期
分
(
平
成
2
年
1
2
月
～

3
年
3

月
)
の
老
人
福
祉
手

当
を
4
月
2
5日
ご
ろ
、
対
象
の

方
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

届
け
出
の
金
融
機
関
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
に
入
所
し
た
り

、死
亡
・

転
出
等
で
受
給
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き

マ
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し

た
と
き

▽
口
座
番
号
、
住
所
な
ど
届
け

出
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
手
当
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
老
人
福
祉
係

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
に
自
信
が
な
く
な
っ
て

き
た
お
と
し
よ
り
の
た
め
、
軽

い
体
操
、
健
康
の
相
談
、
手
芸
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
で
、
健
康
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
5

月
～
4
年
3

月
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分

～
3

時
3
0分
(
月
I

回
の
会

食
日
は
午
前
1
0時
か
ら
)

参
加
資
格

▽
区
内
在
住
で
6
5
　

歳
以
上
の
方

▽
気
力
、
体

力
の
衰
え
を
感
じ
て
い
る
が

自
分
で
通
え
る
方

▽
家
族

の
介
助
で
通
え
る
方
(

医
療

的
介
護
を
必
要
と
す
る
方
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
)

定
員
2
0

人
(
先
着
順
)

費
用

月
額
沺
円
(

お
や
つ
、

会
食
代
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

受
付
開
始
4

月
1
6日

場
余
7

申
込
・
問
合
せ
先

千

住
老
人
館

千
住
元
町
3
4
1
　

四
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
経
験
豊
富

な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
成
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

実
旗
憚
育
園
・
相
談
日
マ
興
　

野
保
育
園
西
新
井
本
町
4
　

1
1
9
1
2
3
7
8
9
0
)
　

3
2
0
0
…
毎
週
月
・
土
曜
　

日
▽
親
隣
館
保
育
園
梅
　

田
4
1
2
9
1
6
四
(
3
8
　

8
9
)
3
8
6
0
・
・
・
毎
週
　

水
・
金
曜
日
▽
新
田
保
育
　

園
新
田
ワ
ヤ
L
I
-
1
0
-
四
　

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

…

毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

「
あ
だ
ち
日
曜
教
室
」で

一
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
み
ま
せ
ん
か

障
害
を
も
つ
青
年
の
仲
間
づ

く
り
を
し
て
い
る
「
あ
だ
ち
日

曜
教
室
」
で
は
、
(
イ
キ
ン
グ

に
同
行
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
春
の
鎌
倉
を
歩
き
、
一
緒

に
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
ゲ
ー

ム
も
し
ま
す
。

日
時
5

月
1
2日
(
日
)
、
午
前

8
時
3
0分
青
年
セ
ン
タ
ー
に

集
合

目
的
地

鎌
倉

持
ち
物

弁
当
、
交
通
費

申
込
方
法

電
話

※
5
月
初
旬
に
事
前
打
ち
合
わ

せ
を
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

a
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

仕

事

内
職
・
パ
ー
ト
相
談

技
能
講
習
会
な
ど
の

事
業
案
内

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
就
業
を
希
望
す
る
方

の
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
職
業
相
　

談
(
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日
時
マ
平
日
・
:
午
前
9
時
　
～

午
後
4
時
3
0分

▽
土
曜

日
…
正
午
ま
で
(
日
曜
・
祝

日
お
よ
び
毎
月
の
第
2
・
第

4
土
曜
日
は
休
み
)

・
出
張
相
談
(
内
職
と
足
立
職

業
安
定
所
主
催
の
パ
ー
ト
)

日
時

毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
　

時
3
0分
～
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ

4
階
)

求
人
相
談

丙
職
・
パ
ー
ト
)

裏
業
主
の
方
の
求
人
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

・
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条

件
で
働
き
た
い
方
の
た
め
に
、

工
業
用
ミ
シ
ン
・
編
物
の
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・

あ
っ
せ
ん
)

日
時

毎
月
第
2
火
曜
日
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時

ホ
蓚

墨
田
区
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所
、
足
立
区
ジ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
労
働
相
談
(
労
働
者
・
使
用

時
間
の
労
働
関
係
相
談
)

日
時

毎
月
第
1
月
曜
日
、
午

後
2
時
～
4
時

キ
葆

王
子
労
政
事
務
所

問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
ゆ
う
」(
綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

内
)

{
`
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

経
理
事
務
講
習
会

日
時
5
月
7
日
～
2
2
日
(
土
・
　

日
曜
日
を
除
く
1
2
日
間
)
、午
　

後
1
時
～
4
時

対
象

主
と
し
て
中
小
企
業
に

働
く
勤
労
者
の
方
で
、
経
理

事
務
の
受
講
を
希
望
す
る
方

(
初
心
者
)

定
員
3
0

人
(
抽
選
)

費
用

受
講
料
6
千
円
(
別
に

教
材
費
、
実
費
負
担
2
千
円

程
度
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

「
経
理
事
務
希
望

」、住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
4

月
2
0
日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

〒
1
2
0綾
瀬
1
1
3
4
1
7
1
1
0
2
　
{

一
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

日
時
5

月
8
日
～
5

月
2
8日

王

・
日
曜
日
を
除
く
1
5日

間
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容

基
礎
縫
い
か
ら
プ
ラ
ウ

ス
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
製
作

窖
貝
1
6

人
(
先
着
順
)

費
用

教
材
費
実
費
負
担
2
千

5
0
0円程
度

申
込
方
法

住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
(

健
康
保
険
証
等
)
　

を
持
参
し
て
直
接
窓
口
へ

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

四
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4
　

(
綾
瀬
駅
西
口
下
車
徒
歩
3
　

分
)

生
涯
学
習
の
主
役
は
あ
な
た

「
あ
だ
ち
大
学
グ
ル
ー
プ
講
座
」

区
で
は
、
急
激
な
掟
菱
化
と
本
格
的
な
生
涯

塗
菎
罠
を
迎
え
、
査
裡
「
大
単
廁
座
」
を
体
系

化
し
、
よ
け
内
容
の
充
実
i
凶
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
講
座
を
あ
な
た
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
加
え
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
募
集
時
期
に
「
あ
だ

ち
広
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成3 年度あだち大学グループ講座予定一覧

あ
だ
ち
大
学

第
一
弾

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

ロ
マ
ン

中
国
か
ら
地
中
海
へ
。
今
な

お
深
い
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
。
映
像
と
講
義
で
、

古
代
の
幻
想
の
世
界
へ
と
皆
さ

ん
を
誘
い
ま
す
。

日
時
・
内
容

左
表
の
と
お
り

垠
所

勤
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
、

全
回
出
席
可
能
な
方
(
講
座

で
は
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
も
し

ま
す
)

講
師

相
馬
隆
氏
(
筑
波
大

学
教
授
)

蜜
員
8
0

人
(
抽
選
)
!

用

教
材
費
実
費
負
担

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業

、電
話
番
号
、「
文

化
芸
術
コ
ー
ス
希
望
」

と
明
記

申
込
期
限
4

月
2
5日
必

着
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千
住
)
・
文
化
振
興

係

〒
1
2
0千
住
1
1
4
　
1
1
8

7
3
8
8
2
)
1
1
　

1
1
㈹

平成3 年度あだち区民大学文化・芸術コース( 前期)「シ ルクロードのロマン」
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文

化
・

ス
ポ
ー
ツ

補
助
金
を

交
付
し
ま
す

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
各
種
団
体
が

行
う
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

。

対
象

▽
区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
宇
王
で
組
織
さ
れ
て

い
る
団
体
の
大
会

▽
大
会

は
1
0以
上
の
チ
ー
ム
(
団
体
)

で
1
0
0人
以
上
の
参
加
者
の
あ

る
も
の

▽
要
項
・
規
約
が

明
確
な
大
会

※
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受

け
て
い
る
団
体
(
地
区
対
策
委

員
会
、
体
育
協
会
、
町
会
自
治

会
等
)
が
主
催
す
る
大
会
は
除

き
ま
す
。

申
込
方
法

体
育
課
に
あ
る
所

定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に

記
入
し
申
し
込
む

申
込
期
限
4

月
3
0日

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)・
体
育
振
興
係

区
内
施
設

め
ぐ
り

バ
ス
で
区
内
を
巡
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
5

月
9
日
(
木
)
、
午
前

8
時
4
0分

集
合
渮

本
庁

舎
(
千
住
)
　

前
樊

に

主
な
見
学
先
(
予
足
)

郷
土

博
物
館
、し
ょ
う
ぷ
沼
公
園

、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

西
新
井
大
師
ほ
か

参
加
費

▽
観
光
協
会
会
員
:
一

千
沺
円

▽
会
員
以
外
・
:
2
　

千
円

※
い
ず
れ
も
昼
食
付
き
。
当
日

現
地
支
払
い
。

ま
貰
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
申

し
込
み
者
全
員
の
住
所

、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号

、
会

員
・
些

萇

の
別
、
「5
月
施

設
め
ぐ
り
希
望
」と
明
記
(
1
　

枚
に
4
人
ま
で
)

※
重
複
(

ガ
キ
は
無
効

。

申
込
期
限
4

月
2
0日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
襲

覃

務
局

〒
1
2
0中
央

本
町
1
1
1
7
1
1

中
央
本

町
庁
舎
・
商
工
振
興
課
内
　

四
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

あ
だ
ち

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

水
上
バ
ス
で

河
川
め
ぐ
り

隅
田
川
や
荒
川
か
ら
足
立
区

の
水
辺
を
眺
め
、
足
立
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
5
月
2
7
日
(
月
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
(
予
　

定
)

予
定
コ
ー
ス
浅
草
(
水
上
バ
　

ス
乗
船
場
墨
8
～
千
住
大
　

橋
り
岩
淵
水
門
～
千
住
新
橋
　

上
果
京
湾
y
浅
草
(
解
散
)

対
象

観
光
協
会
会
員
、
区
内

在
住
の
方

官
員
9
6

人
(
抽
選
)

費
用

▽
観
光
協
会
会
員
・
:
千

円

▽
会
員
以
外
・
:
千
5
0
0円

※
当
日
現
地
で
支
払
い
(
尽
査

付
)
。

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所

、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号

、
会
員
・

非
会
員
の
別
、「
リ
バ
ー
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
希
望
」
と
明
記

※
申
し
込
み
は
1
通
に
つ
き
3

人
ま
で
。
子
供
も
I
人
と
し
ま

す

。
重
複
申
し
込
み
は
無
効
。

返
信
用
(
ガ
キ
の
表
に
も
代
表

者
の
住
所
、氏
名
を
忘
れ
ず
に
。

申
込
期
限
4

月
3
0日
消
印
有

効
抽
選
5

月
8
日
、
午
前
1
0時

か
ら
中
央
本
町
庁
舎
2
0
2会
議

室
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
担
当

〒
1
2
0中
央
本
町
1
　
1
1
7
1
1

中
央
本
町
庁

舎
・
商
工
振
興
課
内

言
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

介
護
入
門
講
座

平
均
寿
命
の
伸
び
に
伴
い
。

家
庭
で
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
講

座
は
、
介
護
す
る
人
、
受
け
る

人
、
双
方
に
と
っ
て
よ
り
良
い

介
護
の
方
法
を
、
基
礎
か
ら
実

習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

日
時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
任
・
在
勤
・
在

学
の
方

窰
昊
3
0

人
(
抽
選
)

講
師

後
藤
栄
子
氏
(
日
本
在

宅
看
護
普
及
会
代
表
)
、長
田

久
雄
氏
(

都
立
医
療
技
術
短

期
大
学
講
師
)

費
用

教
材
費
千
円
程
度

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希

望
理
由
、「
介
護
入
門
講
座
」

と
明
記

申
込
期
限
4

月
2
2日
必
着

※
2
歳
か
ら
学
艷

朋
の
お
子
さ

ん
の
保
育
を
し
ま
す
。
希
望
の

方
は
子
ど
も
の
氏
名
(

フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　

5
月
2
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
　
～

1
1時

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

女

性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅

田
7
1
3
3
-
I

エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア
内

公
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

介護入門講座 毎週木曜日、午前10時～正午
郷
土
博
物
館
の
特
別
展

あ
だ
ち
の
文
化
財
展
祈
り

の
世
界
を
中
心
と
し
て

わ
た
し
た
ち
の
住
む
ま
ち
に

は
ど
の
よ
う
な
文
化
財
が
あ
る

か
ご
存
知
で
す
か
。

日
ご
ろ
は
神
社
や
お
寺
の
奧

ふ
か
く
大
切
に
保
存
さ
れ
、
信

仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
品
々

が
郷
土
博
物
館
に
そ
の
す
が
た

を
現
し
ま
す
。

め
っ
た
に
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
文
化
財
の
多

く
を
一
堂
に
展
示
す
る
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

二莇
4

月
2
1日
～
6
月
1
6日

休
館
日

毎
週
月
曜
日
(
4
月

2
9日
、5
月
6
日
は
開
館
。

翌
日
休
館
)

開
館
時
間

午
前
9
時
～
午
後

5
時
(
入
館
は
4
時
3
0分
ま

で
)

入
館
料

一
般
2
0
0
円
、
小
・
中

学
生
沺
円
、2
0人
以
上
の
団

体
は
半
額

垠
畊
・
問
合
せ
先

郷
土
博
物

館

大
谷
田
5
1
2
0
1
1
　

四
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

園
芸
教
室

日
時
4
月
～
7
月
の
第
3
土
　

曜
日
(
全
4

回
)
、
午
後
1

時

～
3

時

媼
廣

老
人
会
館

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
内
在
住

の
方

内
容

ミ
ニ
盆
栽
の
育
て
方

窰
頁
3
0

人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
期
間
4

月
2
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

西
保
木
間
4
1
9
L
l

t
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

保

健

・

衛

生

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修

従
事
者
講
習
会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
お
よ
び
従

事
者
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法

に
基
づ
き
、3
年
に
一
度
研
修

ま
た
は
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

日
時

▽
研
修
・
:
5
月
1
2日
、

6
月
9
・
昔
(
い
ず
れ
か
　

希
望
日
)
y
講
習
・
・
・
6
月
　

1
9日

垠
所
日
本
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
　

ン
タ
ー
(
文
京
区
後
楽
)

善
用
y
研
修
・
・
・
4
千
沺
円
　

▽
講
習
・・・
4
千
円

窰
員

各
回
1
2
0人(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
先

卸
惠
累
都
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

{一
(
3
3
7
9
)
6
6
4
3

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
、
千

住
保
健
所
・
環
境
衛
生

こ
こ
ろ
の
相
談

ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

専
門
医
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

▽
さ
さ
い
な
こ
と
が
気
に
な
る

▽
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
悩
ん
で
い

る
▽
夜
中
に
歩
き
回
っ
た
り
、
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る

こ
ん
な
方
や
そ
の
家
族
の
方

は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
・
保
健
婦

募

集

臨
時
職
員
募
集

勣
渫
暹
戍

▽
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
(
神
明
南
二

丁
目
6
番
1
8号
)
▽
西
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
土
谷

在
家
三
丁
目
1
3番
7
号
)

業
務
内
容

心
身
障
害
者
の
介

助
勤
務
時
間
午
前
1
0
時
3
0
分
　
～

午
後
3
時
3
0分

時
給
6
9
0円

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
生
活
実

習
係

四
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員
募
集

仕
事
の
内
容

臨
床
検
査

資
格

臨
床
検
査
技
師
の
資
格

を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数

若
千
名

勳
務
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

4
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
)

賃
金

日
額
9
千
m
円

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

チ
ャ
ン
ス
!

収
入
基
準
ア
ッ
プ

勤
労
青
少
年
寮
の

入
寮
募
集

3
月
1
日
か
ら
収
入
基
準
の

上
限
が
、
月
収
1
5万
円
か
ら
2
0

万
円
に
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
使
用
料
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

場
所

区
立
勤
労
青
少
年
寮

♀
佳
桜
木
2
1
1
5
1
1
1
　
1
0
1
)

対
象

都
内
甲
小
企
業
に
動
務

す
る
1
5歳
以
上
、
2
8歳
末
満

の
単
身
男
性
。
平
均
月
収
が

2
0万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら
都
営
・

東
武
バ
ス
、
千
住
桜
木
下
車

徒
歩
2
分

旒
穀
内
容

居
室
(
個
室
H
・

7
㎡
)・
隻
臺
・
図
書
室
・

談
話
室
・
浴
室

※
自
炊
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

月
額
5
千
迴
円
(
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
は
別
)

問
い
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

区
民
生
活
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
7
1

みんなの健康 足 立 保 健 所03855- 4151千 住 保 健 所03888- 4277
江 北 保 健 相 岐 所*53896- 4004111
和 保 健 相 談 所03606- 4171　
央本町保健相談所03880- 5351

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1一
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

☆
剛
婦
人
倫
理
講
演
会
「う

ち
の
子
は
次
代
を
に
な
う
宝

も
の
ン
4
月
2
1
日
(
日
)
、午

前
1
0
時
八
1
1
時
4
5
分
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
河
野

四
(
3
8
9
7
)
9
2
2
5

☆
小
さ
な
ご
み
仲
間
第
2
回

学
習
会
「ご
み
か
ら
見
え
る

私
の
暮
ら
し
ン
4
月
2
0
日
　

(
土
)
、午
後
2
時
～
4
時
/

千
住
本
町
住
区
セ
ン
タ
ー
/

梨
本
四
(
3
8
7
9
)
5

☆
練
功
十
(
法
4
月
1
3
日～

7
月
6

日
の
毎
週
土
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
/
中

川
軣

屬

ほ
か
/
参
加
費
6

千
円
(

全
1
2
回
分
)
/
一
柳
{

一
(
3
6
0
5
)
9
3
5
2
　
(

午
前
中
)
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RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

ち
び
っ
子
太
公
望

腕
競
う―

元
渕
江
公
園
―

よ
く
晴
れ
た
3
月
2
4日
の
日

曜
日
、
第
1
3回
を
迎
え
る
少
年

魚
つ
り
大
会
が
元
溯
江
公
園
内

の
釣
り
場
で
行
わ
れ
、
ち
び
っ

子
釣
り
天
狗
た
ち
が
、
日
ご
ろ

鍛
え
た
魚
つ
り
の
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し

た
の
は
、
区
内
在

住
の
小
学
3
年
生

か
ら
中
学
3
年
生

ま
で
の
S
人
。

ち
び
っ
子
た
ち

は
、
朝
6
時
3
0分

ご
ろ
か
ら
自
転
車

な
ど
を
利
用
し
て

会
場
に
集
ま
り
は

じ
め
、
9
時
か
ら

の
競
技
開
始
に
そ

な
え
準
備
を
始
め

て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
風
も
な
く
絶
好
の

釣
り
日
和
。
9
時
の
葯
り
は

じ
め
"
の
笛
の
合
図
で
一
斉
に

釣
り
糸
を
垂
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
た
ち
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
仕
掛
け
や
餌
(
え
さ
)

を
使

い
、
優
勝
を
狙
い
I
生
け
ん
め

い
。そ

ば
で
見
て
い
た
大
人
た
ち

も
「
お
っ
、
引
い
て
る
ぞ
」
「
だ

め
だ

そ
ん
な
強
く
引
い
ち

や
」
と
、
自
然
に
手
に
力
が
入

り
外
野
も
大
さ
わ
ぎ
。

時
間
が
た
つ
に
っ
れ
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、
大
き
な
コ
イ
・

マ
プ
ナ
・
平
プ
ナ
が
面
白
い
よ

う
に
釣
れ
始
め
、
入
れ
食
い
の

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

正
午
き
っ
か
り
の
納
竿
。

競
技
方
法
は
、
小
学
生
、
中

学
生
別
に
釣
り
上
げ
た
匹
数
で

競
う
も
の
で
、
み
ご
と
優
勝
し

た
の
は
、
6
6匹
釣
り
上
げ
た
小

学
5

年
生

の
茶
谷
靖
春
さ
ん

(足
立
四
丁
目
在
住
)
と
、
5
5

匹
釣
り
上
げ
た
中
学
1
年
生
の

緑
川
剛
さ
ん
(
柬
六
月
町
在
住
)

の
2
人
で
し
た
。

2
人
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
贈
ら
れ
、
他
の
参
加
者
は

記
念
品
を
受
け
と
り
、
大
喜
び

で
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

当
日
は
足
立
釣
魚
連
合
会
の
方
の
全
面

協
力
で
大
会
は
大
成
功
で
し
た

ちびっ子たちの目は大物狙いでしんけんそのもの

少
年
野
球
の
た
め
に

2
0年
に
わ
た
っ
て
広
場
を
提
供

伊
興
二
丁
目
の
「
伊
興
子
ど

も
の
広
場

」。地
元
の
山
崎
紋
次

郎
さ
ん
(
9
2歳
)
が
地
域
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
、2
0年
間
に

わ
た
っ
て
無
償
で

開
放
し

て

い
ま

す
。
こ
こ
で
リ
ー

グ
戦
を
行
う
少
年

野
球
2
5
チ
ー
ム
、

約
沺
人
が
3
月
3
1

日
、
開
会
式
の
た

め
西
伊
興
小
に
元

気
に
樊

じ

ま
し

た
。こ

の
日
、
父
母

や
子
供
た
ち
が
山

崎
さ
ん
を
招
待

。

末
永

拓
く
ん

が

「
感
謝
の
念
を
も

っ
て
よ
い
チ
ー
ム

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
、
千
羽
づ
る
や
記
念

品
を
贈
る
と
、
会
場
は
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
伊
興
中
の
プ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
5
0人
が
演
奏

の
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
小
西
東
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
が
選
手
宣
誓
。
今
年
も

執
戦
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

老
人
会
館

で
お
座
敷

コ
ン
サ
ー
ト

十
四
中
マ
ン
ド
リ
ン
部

3
月
2
3日
、
老
人
会
館
で
第

十
四
中
の
マ
ン
ド
リ
ン
部
員
1
3

人
が
お
座
敷
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
お
と
し
よ
り
に
生
演
奏
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

演
奏
曲
は
「
荒
城
の
月
」
「
浜

辺
の
歌
」
な
ど
9
曲
。
集
ま
っ

た
お
年
寄
り
約
川
人
は
マ
ン
ド

リ
ン
の
素
的
な
音
色
に
体
を
揺

ら
し
、曲
が
終
わ
る
ご
と
に
「
上

手
だ
ね
え
」
と
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

地域清掃
で恩返し
鹿浜中学校

「
自
分
た
ち
の
生
活
環
境
を

き
れ
い
に
、
静
か
に
」。3
月
1
6

日
、
鹿
浜
中
学
校
の
3
年
生
1
7
6

人
が
学
校
周
辺
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

地
域
や
父
母
の
方
と
も
い
っ

し
ょ
に
掃
除
を
し
て
、
地
域
へ

の
恩
返
し
で
す
。
生
徒
た
ち
は

空
き
缶
や
ゴ
ミ
く
ず
を
拾
い
集

め
て
一
生
甓
叩
。
道
行
く
人
か

ら
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
声
を
か

け
ら
れ
て
は
、
さ
わ
や
か
な
笑

顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」と
記
念

品
を
贈
る

き
れ
い
な
生
活
環
境
は

身
近
な
地
域
か
ら

喜びも、悲しみも…
新たな希望を胸に閉校式

さようなら千寿第一小・千寿旭小

舂
の
小
雨
が
降
る
3
月
2
5日

千
寿
第
一
小
学
校
と
千
寿
旭
小

学
校
で
、
両
校
の
統
廃
合
に
と

も
な
う
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
そ

の
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た

。両
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
、
児
童
数
が
大

幅
に
減
少
。昭
和
4
0年
ご
ろ
は
。

于
(

ほ
ど
の
児
童
が
通
っ
て
い

た
千
寿
第
一
小
も
閉
校
前
に
は
2
8
1

人
に
。
ま
た
、
千
寿
旭
小
も

昭
和
4
0
年
代
に
は
、
籾
人
近
く

い
た
在
校
生
が
囚
人
に
ま
で
減

っ
て
し
ま
い
、
こ
の
日
の
閉
校

式
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

閉
校
式
に
は
、
先
生

、
児
童
、

父
母
の
ほ
か
、
歴
代
の
校
長
、P
T
A

会
長
、
旧
職
員
の
皆
さ

ん
も
出
席
。
在
校
生
に
よ
る
校

歌
の
斉
唱
や
校
旗
の
返
還
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

子
供
た
ち
に
は
新
し
い
学
校

で

、
今
以
上
に
希
望
を
持
っ
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
先
生
方

。

両
校
の
在
校
生
は
、4
月
か

ら
新
設
の
千
寿
本
町
小
学
校
生

と
し
て
、
現
在
の
千
寿
旭
小
の

校
舎
で
学
ん
だ
あ
と
、
平
成
5

年
春
に
千
寿
第
一
小
跡
地
に
建

設
予
定
の
新
校
舎
に
移
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

在校生による最後の校歌の斉唱(千寿旭小)

閉校式には学校関係のOB も多勢出席

地元に密着
2つの施設がオープン

3
月
1
7日
、
快
晴
の
空
に
響

く
太
鼓
の
音
で
始
つ
た
「
第
1
5

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
務

所
」
の
開
設
式
。

旧
第
8
出
張
所
跡
地
に
。
地

元
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
拠
点
と
す
る
た
め
建
て
ら

れ
た
こ
の
事
務
所
、
区
内
で
は

関
原
地
区
に
続
く
2

番
目
の
も

の
で
す
。

こ
の
日
、
同
時
に
オ
ー
プ
ン

し
た
の
が
興
本
セ
ン
タ
ー
わ
き

の
プ
チ
テ
ラ
ス
。
ま
ち
の
中
に

い
こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
空
間
を

と
造
ら
れ
た
プ
チ
テ
ラ
ス
も
こ

こ
で
5

つ
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
チ
テ
ラ
ス
に
、
第
1

回
足
立
区
野
外
彫
刻
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
選
作
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
『
流
れ
る
雲
』
と
い
う
名

の
母
子
像
で
、
作
者
は
与
野
市

の
市
村
縁
郎
さ
ん
で
す
。
こ
の

像
に
は
、
い
つ
ま
で
も
心
の
豊

か
さ
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
興
本
区
民
事
務
所
の

駐
車
場
わ
き
に
も
一
体
。
地

球
・
と
も
だ
ち
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
作
者
は
古
卞
谷
在

住
の
中
村
茂
幸
さ
ん
で
す
。

地
元
の
方
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
こ
の

施
設
を
ど
う
使
う
か
、
期
待
の

高
ま
る
地
元
の
皆
さ
ん
で
し

た
。

ふ
れ
あ
い
の
一
日

中
部
児
童
館
老
人
館
文
化
祭

軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
、
か

わ
い
い
子
供
た
ち
が
踊
り
ま

す
。
梅
田
保
育
園
の
5
歳
児
2
3

人
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

3
月
9
日
、
中
部
児
童
館
老

人
館
の
文
化
祭
は
、
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
で
一
段
と
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
森
を
破
壊
か
ら
守

る
と
い
っ
た
環
境
問
題
を
子
供

た
ち
が
身
体
い
っ
ぱ
い
に
表
現

し
ま
し
た
。

「
ふ
だ
ん
は
カ
ラ
オ
ヶ
で
こ

の
施
設
を
使
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
保
育
園
や
児
童
館
の
子
供

た
ち
と
も
い
っ
し
ょ
で
楽
し
い

日
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
関

原
二
丁
目
の
佐
藤
純
子
さ
ん
の

よ
う
に
、
皆
さ
ん
活
き
活
き
。

踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
品
な

ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披

露
さ
れ
た
1
日
で
し
た
。

プ
チ
テ
ラ
ス
の
オ
ー
プ
ン
も

太
鼓
の
音
で

水
上
バ
ス
の

運
航
が
遅
れ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

4
月
曇
汀
の
「
あ
だ
ち

広
報
」
で
く
わ
し
く
ぉ
伝

え
す
る
予
定
の
水
上
バ
ス

(運
航
は
都
・
水
辺
公
社

が
実
施
)
は
、
雙

鋩

よ

り
運
航
日
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

就
航
を
楽
し
み
に
待
た

れ
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ

ん
が
、
運
航
開
始
日
時
等

が
確
定
次
第
、「
あ
だ
ち
広

報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
う
し
ぱ
ら
く
ぉ
待
ち

く
だ
さ
い
。

(
広
報
課
》
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